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表紙説明
　この３月で湾幼稚園も閉園する。
　みんなの歌声がこだました園舎も、みんなで元
気よく走り回った園庭も、おともだちがいなくな
るから、さびしくなるね。

2
本町は「日本で
もっとも美しい
村」連合に加盟し
ています。

ま
た
あ
そ
び
に
く
る
か
ら
ね！

・
・
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『あらき
祭り』
を開催し

ます！

主　催　　荒木サガマー子ども会

趣　旨　　荒木小学校での最後の思い出づくり

テーマ　　「友達に優しく。地球に優しく。」

日　時　　平成24年３月４日(日)13時〜16時

場　所　　荒 木 小 学 校

催し物　　バザー，パネル展示，自慢の宝(品)コーナー
　　　　　フリーマーケット(全売上を震災支援金とする)

会費等　　　入場料やバザー代金は，一切必要ありません。

　その他
　 ・東日本大震災支援金募金活動をいたしますので，御協力をお願いいたします。
　 ・フリーマーケットの商品や自慢の宝(古い写真や絵画・民具等)がありましたら
　　 ご連絡ください。
　 ・当日は，高校生・中学生が運営いたします。

　※子どもから大人まで，多くの皆様のお越しをお待ちしております。

有料広告

公共広告

【連絡先】
荒木簡易郵便局　光岡まで
　　　　　電話 65− 3264

県営コーラル喜界団地空家待ち順位登録について

※１　現在，空き家待ちをされている方につきましても，今回申込みをされないと，これまで
の登録は無効になりますので，御注意ください。
  
※２　空家待ち順位登録の受付は今回限りですが，入居申込みにつきましては随時受け付けて
おります。ただし，入居順位は，上記申込みによる抽選で決まった方の後になります。 
  
※３　今回の順位登録期間は，平成24年4月1日から平成25年3月31日までですので，その間
に空家がでなければ順番は無効になります。１番の方であっても，空家が発生しなければ入居
できませんので，御承知おきください。期間中に入居できなかった方で，引き続き入居を希望
される方は，次年度に再度申込みしていただくことになります。

  「空家待ち順位登録」とは，県営住宅入居希望者の抽選により登録順位を決め，空家が発生した
ときに順番に入居していただく制度です。
  平成24年度分の受付は，下記のとおりです。希望される方は，期間内にお申し込みください。

● 申込書の配布・受付
　 平成24年2月1日(水)から27日(月)までの午前9時から午後5時
　　 ※土・日・祝日の配布，受付はできません。
● 抽選日
　 平成24年3月7日(水)
● 申込書配布・受付　問い合わせ先：大島支庁喜界事務所総務係　６５−２０９１
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無
事
故
を
祈
念
し
た
。

　

群
島
内
の
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
で
つ
く

る
奄
美
遊
技
場
組
合
（
奄
美
市
、
西
竹

孝
一
代
表
）
が
12
月
27
日
、
役
場
を
訪

れ
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
ら
の
支
援

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
て
ぃ
だ
の

会
」（
宜
名
真
孝
子
代
表
）
へ
義
援
金

を
寄
贈
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
同
組
合
か
ら
２
人
と

て
ぃ
だ
の
会
か
ら
は
３
人
が
参
加
。
同

会
を
代
表
し
て
岩
田
繁
さ
ん
が
義
援
金

を
受
け
取
っ
た
。
同
組
合
か
ら
の
義
援

金
は
、
今
回
で
２
回
目
と
な
る
。

　

宜
名
真
代
表
は
「
大
変
あ
り
が
た
い
。

会
員
と
相
談
し
て
、
み
ん
な
が
喜
ぶ
こ

と
に
使
い
た
い
」
と
話
し
た
。

　

て
ぃ
だ
の
会
は
、
年
間
を
と
お
し
て

　

生
和
糖
業
（
田
中
康
之
工
場
長
）
で

１
月
10
日
、
前
期
よ
り
約
１
か
月
遅
れ

て
製
糖
が
始
ま
っ
た
。

　

昨
年
の
干
ば
つ
や
台
風
、
メ
イ
チ
ュ

ウ
（
ガ
の
幼
虫
）
に
よ
る
被
害
で
今
期

の
処
理
見
込
み
量
は
６
万
７
千
ト
ン
。

近
年
ま
れ
に
み
る
不
作
と
な
っ
た
。

　

同
日
あ
っ
た
原
料
輸
送
出
発
式
で
源

久
幸
一
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
専
務
理
事
は
「
今

期
は
悪
条
件
が
重
な
り
記
録
的
な
不
作

と
な
っ
た
が
、
面
積
自
体
は
増
え
て
き

て
い
る
の
で
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と

生
産
者
で
増
産
に
取
り
組
め
ば
来
期
以

降
は
期
待
で
き
る
。
政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
交
渉
参
加
を
表
明
し
て
い
る
が
、
島

に
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
替
わ
る
作
物
は
な

い
。
強
く
反
対
を
訴
え
よ
う
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
、
喜
界
幹
部
派
出
所
の
有
得
敏

昭
所
長
か
ら
は
、
運
搬
中
の
安
全
運
転

の
注
意
喚
起
が
あ
り
、
最
後
は
運
転
手

を
代
表
し
て
田
中
博
之
さ
ん
に
よ
る
安

全
運
転
宣
誓
や
関
係
機
関
代
表
者
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
、
操
業
期
間
中
の

その1

シ
マ
の
話
題

生憎の雨により室内で安全祈願のテープカット

贈呈式の後に記念撮影

講演する溝川保護観察官

ダンプカーにより次々と搬入されるサトウキビ

無
事
故
の
運
搬
・
操
業
を
誓
っ
て
製
糖
開
始

福
祉
や
医
療
に
つ
い
て
の
学
習
会
や
芸

術
鑑
賞
会
、
農
作
業
な
ど
、
子
ど
も
の

成
長
発
達
へ
の
取
り
組
み
や
会
員
間
の

相
互
連
携
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

  

北
大
島
保
護
区
保
護
司
会
（
平
敬
司

会
長
）
と
南
大
島
保
護
区
保
護
司
会
（
吉

村
道
子
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
町
名
の

ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、「
更
生
保
護
に
お

け
る
被
害
者
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
合
同

研
修
会
を
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
町
内
は
じ
め
群
島
内

の
保
護
司
の
他
、
鹿
児
島
保
護
観
察
所

の
小
関
康
幸
所
長
ら
、
約
60
人
が
参
加

し
た
。

  

吉
村
会
長
の
あ
い
さ
つ
や
直
島
秀
守

副
町
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
小
関

所
長
は
、
保
護
観
察
対
象
者
を
積
極

的
に
雇
用
し
て
職
の
あ
る
生
活
を
援
助

し
、
そ
の
更
正
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
昨
年
９
月
に
設
立
さ
れ
た
「
県
協

力
雇
用
主
会
」
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
。

そ
の
充
実
と
拡
大
を
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
保
護
観
察
事
務
所
奄

美
駐
在
官
事
務
所
の
溝
川
公
平
保
護
観

察
官
は
「
更
生
保
護
に
お
け
る
被
害
者

支
援
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

溝
川
さ
ん
は
、
加
害
者
と
比
べ
人
権

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
が
ち
な

被
害
者
の
保
護
を
目
的
に
改
正
さ
れ
た

幸
生
保
護
法
に
つ
い
て
、
①
被
害
者
の

意
見
な
ど
を
聞
き
取
り
す
る
制
度
・
②

被
害
者
の
心
情
を
加
害
者
に
伝
達
す
る

制
度
・
③
被
害
者
へ
加
害
者
の
保
護
観

察
状
況
を
知
ら
せ
る
制
度
・
④
被
害
者

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
支
援
を
す

る
制
度
、
な
ど
を
中
心
に
説
明
し
、「
保

護
司
の
皆
さ
ん
は
、
加
害
者
の
更
生
保

護
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
、
被
害
者
や
被
害
者
家

族
の
痛
み
や
思
い
も
意
識
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
犯
罪

や
再
犯
を
防
止
し
、
加
害
者
や
被
害
者

が
生
ま
れ
な
い
よ
り
よ
い
社
会
の
構
築

の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
」
と
話
し

た
。

　

研
修
会
後
は
同
会
場
で
情
報
交
換
会

も
あ
り
、
各
地
区
の
状
況
な
ど
を
報
告

し
あ
っ
た
。

更
生
保
護
で
「
被
害
者
支
援
」
も
学
ぶ

南
北
大
島
保
護
司
会
合
同
研
修
会

奄
美
遊
技
場
組
合
が
「
て
ぃ
だ

の
会
」
へ
義
援
金
を
贈
る

今
期
サ
ト
ウ
キ
ビ
搬
入
量
は
７
万
ト
ン
割
れ
か
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志
戸
桶
集
落
（
南
部
・
東
部
）
の

シ
マ
立
て
（
成
り
立
ち
）
な
ど

  

志
戸
桶
集
落
は
戦
後
、
南
部
と
東
部

に
行
政
区
が
分
離
し
た
が
、
同
集
落

の
先
人
は
は
じ
め
、
東
部
よ
り
さ
ら

に
北
側
の
ア
タ
イ
ジ
（
辺
り
地
）
に

シ
マ
立
て
し
、
そ
ば
に
あ
る
ウ
ィ
イ

ガ
ア（
上
川
）の
水
を
利
用
し
た
。ウ
ィ

イ
ガ
ア
に
は
平
家
の
守
護
神
で
あ
る

厳
島
神
社
（
弁
財
天
）
が
あ
る
。

　

厳
島
神
社
で
わ
か
る
よ
う
に
平
家

伝
説
が
色
濃
く
残
る
地
で
あ
り
、
東

部
に
あ
る
沖
名
泊
は
壇
ノ
浦
の
戦
い

で
敗
走
し
た
平
家
の
残
党
が
上
陸
し

た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
南
部
に
は

源
氏
の
追
討
に
備
え
て
築
い
た
七
城

（
な
な
じ
ょ
う
）
の
跡
が
残
る
。

　

沖
名
泊
は
荒
木
泊
と
と
も
に
早
く

か
ら
琉
球
交
易
の
玄
関
と
し
て
栄
え
、

同
集
落
に
は
由
緒
あ
る
旧
家
が
多
い
。

ま
た
、
東
部
の
平
田
姓
は
平
家
の
末

裔
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
族
の

多
く
が
琉
球
や
薩
摩
の
役
人
な
ど
を

勤
め
た
同
集
落
の
濵
川
姓
は
、
源
氏

の
末
流
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、集
落
民
は
「
シ
イ
ヨ
ウ
イ
ッ

チ
ュ
」
と
呼
ば
れ
る
上
品
で
お
っ
と

り
し
た
気
質
が
多
い
と
い
う
。

※
竹
内
譲
著
「
喜
界
島
の
民
俗
」
か

　

ら
抜
粋

言
い
伝
え
な
ど
に
つ
い
て

①
シ
ラ
ホ
ゥ
ム
イ

  

海
底
の
白
砂
で
陸
か
ら
は
白
く
見
え

る
た
め
、
こ
の
名
が
付
い
た
。

②
フ
シ
キ
ャ
ー
ワ
ラ

  

フ
シ
キ
ャ
ー
（
大
型
の
ム
ッ
ト
ゥ

ビ
ー
（
ト
ビ
ハ
ゼ
））
が
多
く
い
た
こ

と
か
ら
。
警
戒
心
が
強
い
た
め
、
イ

ザ
リ
（
夜
に
潮
だ
ま
り
な
ど
に
寝
て

い
る
魚
介
類
を
獲
る
漁
）
で
は
灯
り

を
使
わ
ず
、月
明
か
り
を
頼
り
に
獲
っ

た
。
素
揚
げ
に
し
て
美
味
と
い
う
。

③
ナ
ガ
ワ
リ
ー

④
ハ
サ
シ

  

大
潮
時
に
は
上
の
ホ
ゥ
ム
イ
（
潮
だ

ま
り
）
と
つ
な
が
る
。

⑤
ウ
ッ
カ
マ
タ
ー

⑥
サ
ガ
イ
グ
ム
イ

⑦
サ
バ
ホ
ゥ
ム
イ

  

今
も
ク
ン
ジ
ュ
（
オ
キ
ナ
メ
ジ
ナ
）

や
バ
バ
ユ
（
イ
ス
ズ
ミ
）
が
釣
れ
る

ポ
イ
ン
ト
。

⑧
カ
ヤ
ホ
ゥ
ム
イ

  

ペ
エ
（
南
）
と
ニ
シ
（
北
）
に
分
か

れ
て
い
る
。
ペ
エ
に
は
赤
貝
と
思
わ

れ
る
二
枚
貝
（
カ
ヤ
）
が
多
く
い
た

た
め
、
こ
の
名
が
付
い
た
。

⑨
ウ
フ
ラ
ホ
ゥ
ム
イ

  

ウ
フ
ラ
（
大
良
）
と
い
う
人
が
漁
業

権
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
名
が

付
い
た
。

⑩
シ
ラ
ホ
ゥ
ム
イ

  
①
に
同
じ
。

⑪
ク
ナ
ッ
ス

⑫
ウ
フ
ナ
ッ
ス

⑬
ア
ー
シ
ン
ム
ェ
ー

  

現
在
は
突
堤
が
あ
る
。
波
が
激
し
く

ぶ
つ
か
り
、
波
の
音
は
遠
く
島
中
集

落
ま
で
聞
こ
え
た
と
い
う
言
い
伝
え

が
あ
る
。「
嵐
の
前
ぶ
れ
」
の
意
味
。

⑭
ナ
ビ
ィ
ホ
ゥ
ム
イ

⑮
ス
ー
バ
マ
（
塩
田
の
跡
）

  

こ
こ
で
良
質
な
塩
が
造
ら
れ
、
他

集
落
と
の
物
々
交
換
（
タ
ン
ム
（
薪
）

や
米
な
ど
）
に
も
使
わ
れ
た
と
い
う
。

　

明
治
の
末
頃
、
喜
界
島
に
は
天
然

痘
が
流
行
し
て
お
り
、
志
戸
桶
の
患

者
は
こ
こ
に
隔
離
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
明
治
44
年
、島
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
・
０
の
大
地
震
が
襲
っ
た
が
、
こ

の
周
辺
は
高
台
に
あ
る
た
め
、
海
の

す
ぐ
そ
ば
に
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
津

波
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
は
、

一
人
も
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

⑯
ハ
ミ
ン
ヤ
ー

  

ハ
ミ
（
ウ
ミ
ガ
メ
）
が
産
卵
の
た
め

に
上
陸
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
名
が

付
い
た
。

⑰
ハ
タ
ド
ゥ
マ
イ

⑱
ハ
タ
ム
ィ
チ
ー

  

⑮
の
大
地
震
の
時
に
で
き
た
。

⑲
ナ
ガ
キ
ー

⑳
ガ
ワ
ロ
ン
ヤ
ー

  

ガ
ワ
ロ
ー（
カ
ッ
パ
）の
住
処
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
、
昔
は
子
ど
も
た
ち
は

怖
が
っ
て
近
寄
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

㉑
イ
ン
キ
ヤ
ン
イ
キ
ー

（
我
原
米
吉
さ
ん
か
ら
聞
き
取
り
）

シ
マ
の
入
り
江
と
潮
だ
ま
り

〜
志
戸
桶
南
部
編
〜

「空から見るわがまち」より

①②③

シ
イ
ド
ゥ
マ
イ

フェンムタ
（旧海軍第二飛行場跡。大
正 12 年、島に初めて飛
行機が着陸したという） フイ

（ウィントゥマイー）

かつては、この
一帯は美しい砂
浜だったという。

④⑤⑥⑦⑨⑩⑪

⑧

⑫⑬
⑭

⑮

⑯

⑰

⑱⑲⑳

（
サ
ン
ト
ゥ
マ
イ
ー
）

サ
デ
ク
ド
ゥ
マ
イ

不定期連載
第９回

㉑



教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

平
成
23
年
12
月
４
日
、
龍
郷
町
に

て
日
本
復
帰
記
念
大
島
地
区
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

区
間
は
、
男
子
５
区
間
、
女
子
５

区
間
で
、
奄
美
信
用
組
合
龍
郷
支
店

を
ス
タ
ー
ト
し
、
途
中
折
り
返
し
、

再
び
奄
美
信
用
組
合
龍
郷
支
店
へ

ゴ
ー
ル
す
る
コ
ー
ス
で
、
大
島
地
区

各
市
町
村
か
ら
男
子
13
チ
ー
ム
、
女

子
８
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

本
町
男
子
チ
ー
ム

《 

監
督･

古
沼
寛
之
、
選
手
・
龍
田

優
斗(

第
一
中
３
年)

、
渡
秀
人(

喜

高
３
年)

、
來
龍
平(

鶴
翔
高
２
年)

、

正
木
勇
太(

喜
高
３
年)

、
向
井
良
人

(

喜
高
教
諭)

、
山
根
敦
介(

喜
界
島

通
信
所)

、
齋
藤
功
一(

喜
界
島
通
信

所)

、
前
島
将
太(

郵
便
喜
界
集
配)

本
町
女
子
チ
ー
ム

《 

監
督
・
朝
日
浩
之
、
選
手･

築
彩

香(

第
一
中
３
年)

、
平
菜
々
美(

喜

高
２
年)

、
岡
本
夢
実(

喜
高
２
年)

、

美
代
奈
津
実(

Ａ
コ
ー
プ
喜
界)

、
嶺

弥
里(
第
一
中
１
年)

、辻
美
和
子(

喜

高
２
年)

師
走
の
龍
郷
路
を
走
破
い
た
し
ま
し

た
。
男
子
チ
ー
ム
は
レ
ー
ス
中
盤
、

首
位
の
奄
美
市
チ
ー
ム
に
20
秒
差
と

僅
差
に
迫
る
勢
い
を
見
せ
大
健
闘
い

た
し
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で

す
。

男
子
・
女
子
と
も
に
３
位
。
区
間
賞

（
女
子
４
区
）
美
代
奈
津
実
。
監
督
賞

（
男
子
）
古
沼
寛
之
、（
女
子
）
朝
日

浩
之
。
最
多
出
場
選
手
前
島
将
太

 

一
月
二
十
七
日
（
金
）
に
、
喜
界
町

学
校
保
健
研
究
大
会
が
喜
界
町
役
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
小
・
中
学
校
の
保
護
者
、

教
職
員
な
ど
約
百
十
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
学
校
保
健
研
究

大
会
は
、
講
師
に
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
研

究
会
・
コ
ラ
ソ
ン
代
表
の
臨
床
心
理

士
で
あ
る
千
石
久
美
子
先
生
を
お
招

き
し
、「
思
春
期
の
子
育
て
に
つ
い

て
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
思
春
期
の
子
ど
も

が
抱
え
る
つ
ま
ず
き
の
共
通
点
、
思

春
期
の
子
ど
も
が
問
題
を
抱
え
た
時

の
親
の
関
わ
り
方
な
ど
、
千
石
先
生

の
体
験
を
交
え
た
話
に
、
ど
の
保
護

者
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
特
に
子
ど
も
の
あ
り
の
ま
ま
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
リ
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
と
い
う
手
法
を
用
い
る
こ
と
の
有

用
性
を
話
さ
れ
、
最
後
の
保
護
者
か

ら
の
質
疑
応
答
で
も
適
切
な
回
答
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
講
演
は
、
ど
の
保
護
者
も
す
ぐ

に
家
庭
に
も
ち
帰
っ
て
実
践
で
き
る

と
感
謝
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

化
財
を
集
落
ご
と
に
マ
ッ
プ
化
し
て

い
る
ケ
ー
ス
を
参
考
に
、
奄
美
全
体

で
そ
れ
ぞ
れ
が
集
落
遺
産
を
登
録
し

て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

会
議
の
後
、
民
俗
資
料
室
に
展
示

さ
れ
て
い
る
指
定
文
化
財
を
見
学

し
、
手
久
津
久
の
崩
り
遺
跡
発
掘
現

場
や
南
家
所
有
の
巨
大
ガ
ジ
ュ
マ

ル
、
そ
し
て
池
治
集
落
の
横
穴
式
共

同
墓
地
な
ど
を
視
察
し
て
２
日
間
に

わ
た
っ
た
研
修
会
は
終
了
し
た
。

　

今
研
修
会
は
奄
美
の
学
芸
員
や
文

化
財
を
担
当
し
て
い
る
専
門
家
が
大

挙
し
て
の
来
島
で
、
地
元
の
文
化
財

保
護
審
議
員
に
と
っ
て
も
刺
激
的
で

あ
っ
た
よ
う
で
、
上
原
会
長
は
「
多

岐
に
わ
た
る
情
報
の
交
換
が
で
き
、

非
常
に
有
益
な
会
」
と
述
べ
た
。

 　

文
化
財
の
保
護
や
そ
の
活
用
に
つ

い
て
話
し
合
う
、
奄
美
群
島
文
化
財

保
護
対
策
連
絡
協
議
会
（
中
山
清
美

会
長
）
が
１
月
19
日
と
20
日
の
両
日
、

役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

　

会
議
に
は
、
奄
美
12
市
町
村
の
文

化
財
行
政
担
当
者
等
17
名
が
出
席

し
、
文
化
財
保
護
の
取
り
組
み
や
課

題
を
テ
ー
マ
に
協
議
し
、
喜
界
町
は
、

文
化
活
動
の
現
状
紹
介
や
上
原
慶
三

郎
文
化
財
審
議
会
長
と
松
永
幸
二
上

小
校
長
が
「
文
化
財
伝
承
の
意
義
」

等
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

翌
日
は
、
奄
美
文
化
遺
産
登
録
に

つ
い
て
協
議
。
天
城
町
が
身
近
な
文

男
子
３
位
、
女
子
３
位

第
52
回
大
島
地
区
駅
伝

6

喜
界
町
学
校
保
健
研
究
大
会

本
町
で
奄
美
群
島
文
化
財
保
護
対

策
連
絡
協
議
会
が
開
催
〜
奄
美
文

化
遺
産
の
取
り
組
み
を
決
定
〜

会議の様子



す
こ
や
か

ニ
ュ
ー
ス

　

年
齢
を
重
ね
る
と
、
入
れ
歯
に
な
っ

た
り
・
む
せ
や
す
く
な
っ
た
り
・
固
い

物
を
食
べ
に
く
く
な
っ
た
り
…
。

「
健
康
に
心
配
は
な
い
し
、
足
腰
も
丈

夫
だ
か
ら
介
護
な
ん
て
関
係
な
い
わ
」

と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
こ
そ
、
お

口
の
健
康
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
お
口
と
体
の
関
係

　

お
口
の
中
の
ば
い
菌
が
、
糖
尿
病
や

脳
卒
中
・
心
臓
病
と
も
か
か
わ
り
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
歯
と
歯

茎
の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
関
係
し
て

い
る
の
で
す
。

●
お
口
と
足
腰
の
関
係

　

人
は
力
を
入
れ
る
時
、
歯
を
食
い
し

ば
り
ま
す
。
上
手
に
食
い
し
ば
れ
な
い

と
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た

全
身
の
骨
の
バ
ラ
ン
ス
を
ゆ
が
め
て
し

ま
う
の
で
す
。
ゆ
が
み
が
膝
・
腰
痛
な

ど
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

●
お
口
と
食
事
の
関
係

　

食
事
は
健
康
の
基
本
で
あ
り
、
毎
日

の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
何
で
も
美

味
し
く
食
べ
る
為
に
は
噛
む
力
・
飲
み

込
む
力
が
必
要
で
す
。

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
は
、
春
よ
り

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
お
口
の
「
健

口
教
室
」
を
実
施
予
定
で
す
。

　

今
年
度
健
康
診
断
等
で
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
元
に
、
対
象
と
な
る
方
に

は
後
日
ご
案
内
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
案
内
が
な
い
方
で
も
興
味
の

あ
る
方
は
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎

６
５
ー
３
５
２
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
吉
山
悦
子
さ
ん
（
小
野
津
）

　
　
濵
田
　
菅
さ
ん
（
志
戸
桶
）

　
　
福
原
松
野
さ
ん
（
荒
木
）

　

皆
さ
ん
80
歳
を
越
え
て
も
、
ご
自
分

の
歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
て
も
お
元
気
な
笑

顔
の
す
て
き
な
方
ば
か
り
で
、
お
口

の
健
康
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
後
に

続
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
！

★
せ
き
・
く
し
ゃ
み
の
あ
る
方
は
マ
ス

　

ク
を
し
ま
し
ょ
う

★
せ
き
・
く
し
ゃ
み
の
と
き
に
は
口
と

　

鼻
を
お
お
い
ま
し
ょ
う
。

　

せ
き
で
１
・
５
ｍ
、
く
し
ゃ
み
で　

　

３
ｍ
も
ウ
ィ
ル
ス
を
含
む
し
ぶ
き

が
飛
び
散
り
ま
す
。
症
状
が
あ
る
方
は

し
っ
か
り
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ

う
！
！

　

感
染
予
防
の
基
本
は
手
洗
い
・
う
が

い
で
す
。
外
出
後
、
食
事
前
等
は
必
ず

手
洗
い
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
は
、
ふ
だ
ん
よ
り
い
っ
そ
う

健
康
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
最
近
は
ニ
ュ
ー
ス
等
で
、「
飛
び

込
み
出
産
」（
妊
婦
健
診
を
受
け
ず
に

陣
痛
が
始
ま
っ
て
か
ら
病
院
に
飛
び
込

み
出
産
す
る
こ
と
）
な
ど
の
言
葉
も
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
妊
娠
は
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
無
事
に
出
産
を
迎
え
る

た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
を

配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
健

康
な
方
で
あ
っ
て
も
、
妊
娠
中
に
重
い

病
気
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
症

状
が
進
ん
で
か
ら
は
治
療
が
難
し
く
な

り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け

て
早
期
に
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
妊
婦
健
診
の

費
用
助
成
が
14
回
と
な
り
、
ほ
ぼ
毎
回

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
母
子
手
帳
と
一
緒
に「
妊

婦
健
診
受
診
票
」
を
発
行
し
ま
す
。
妊

婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
に
妊
娠
11
週
（
妊
娠
３
か
月
）
ま

で
に
は
、
母
子
手
帳
の
発
行
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
母
子
手
帳
は
「
家
族
の
も
の

が
た
り
を
つ
く
る
」
ツ
ー
ル
と
し
て
も

活
用
で
き
ま
す
。
ご
家
族
で
い
ろ
ん
な

思
い
を
綴
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
・
・
・
・

お
口
の
健
康
、大
丈
夫
？

7　Kikai  Public  Relations  2012.2

平
成
23
年
度
に
８
０
２
０

運
動
で
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

妊
婦
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

今
話
題
の
ス
ト
レ
ッ
チ

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も

と
み
ん
な
で
楽
し
く
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　　

毎
月
１
回
「
い
き
い
き
体
操
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
い
き
い
き
体

操
教
室
」
で
は
、
奄
美
市
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

先
生
を
招
い
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ひ

と
り
ひ
と
り
の
体
の
不
調
（
肩
こ
り
、

膝
痛
、
腰
痛
な
ど
）
に
合
わ
せ
た
体
操

な
ど
に
つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
２
月
、
３
月
の
日
程
は
左

記
の
通
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

予防接種はお済みですか？？
　特にＭＲ（麻しん・風しん）のⅡ期（年長さん）、
Ⅲ期（中１）、Ⅳ期（高３）の対象の皆さん、期限が
今年の 3 月 31 日までになっています。期限を過ぎる
と自費での接種になります。（1 万円前後かかる場合
もあります。）
　早めに接種を受けましょう！！

会場：役場コミュニティーセンター多目的室
※水分は各自でご準備ください。

　２月17日（金） 午後７時〜
　２月18日（土） 午前9時30分〜
　３月16日（金） 午後７時〜
　３月17日（土） 午前9時30分〜
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その2

シ
マ
の
話
題

全
国
か
ら
教
え
子
が
集
い
就
任
30
周
年
を
祝
う

  

ー
久
保
喜
高
野
球
部
監
督
就
任
三
十
周
年
記
念
祝
賀
会
ー

が
漫
才
や
踊
り
な
ど
で
祝
賀
会
を
盛
り

上
げ
、
元
広
島
東
洋
カ
ー
プ
投
手
で
現

在
は
同
球
団
職
員
の
高
橋
英
樹
さ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
教
え
子
や
、
か
つ
て
の

ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
枦
山
智
博
樟
南
高
校

野
球
部
元
監
督
か
ら
の
祝
電
も
披
露
さ

れ
た
。
ま
た
、
教
え
子
が
各
年
代
ご
と

に
壇
上
に
上
が
り
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
（
カ
ミ
ナ
リ
を
落
と
さ
れ
た
思
い
出
）

を
楽
し
く
紹
介
し
た
。

　

久
保
監
督
は
最
後
に
「
一
口
に
30
年

と
い
っ
て
も
、
本
に
す
れ
ば
３
冊
分
の

色
ん
な
こ
と
が
あ
り
、
一
人
で
は
で
き

な
か
っ
た
。
野
球
を
通
し
て
、
島
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
人
間
教
育
と
島

念
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
武
田
鉄
也

さ
ん
は
「
恵
ま
れ
な
い
環
境

の
中
、
２
度
の
県
大
会
ベ
ス

ト
８
や
２
人
の
プ
ロ
野
球
選

手
を
育
て
た
手
腕
を
持
つ
久

保
監
督
は
、
野
球
以
外
に
も

多
く
を
子
ど
も
た
ち

に
教
え
て
く
れ
た
。

部
員
と
わ
が
子
の
よ

う
に
接
し
て
く
れ
る

奥
さ
ん
の
内
助
の
功

も
大
き
い
。
今
後

い
っ
そ
う
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
」
と
あ

　

佐
手
久
青
年
団(

西
行
弘
会
長
）
は

12
月
31
日
か
ら
１
月
１
日
に
か
け
て
、

「
２
０
１
２
年
越
し
in
佐
手
久
」
を
開

催
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、「
喜
界
島
で
は
初

め
て
の
除
夜
の
鐘(

鐘
は
戦
時
中
の
不

発
弾
を
利
用)

、
同
じ
く
初
め
て
の
お

焚
き
上
げ
の
篝
火
（
か
が
り
び
）、
そ

し
て
島
内
で
唯
一
、
初
日
の
出
が
見
え

る
神
社
」
な
ど
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
ポ
ス

タ
ー
と
新
聞
チ
ラ
シ
で
宣
伝
し
、
準
備

さ
れ
た
。

　

年
越
し
蕎
麦
な
ど
の
屋
台
も
出
店
さ

れ
、
保
食
神
社
の
お
札
、
お
守
り
、
お

み
く
じ
も
販
売
さ
れ
た
。

　

夜
11
時
ご
ろ
か
ら
島
内
の
他
集
落
か

ら
も
参
拝
客
が
集
ま
り
出
し
、
神
社
へ

の
参
拝
、
除
夜
の
鐘
撞
き
、
広
場
で
の

縁
日
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　

年
が
明
け
る
と
谷
本
泰
男
宮
司
が
、

保
食
神
社
内
で
「
大
祓
の
儀
」、「
歳
旦

祭
」
を
執
り
行
っ
た
。
そ
の
間
も
、
参

道
の
両
側
に
張
ら
れ
た
提
灯
の
下
を
、

神
社
へ
向
か
う
初
詣
客
の
列
は
途
切
れ

る
こ
と
な
く
続
い
た
。

　

朝
は
７
時
ご
ろ
か
ら
、
雲
の
合
間
に

顔
を
覗
か
せ
た
初
日
の
出
を
参
加
者
一

同
で
拝
み
、
今
年
一
年
の
幸
を
祈
念
し

た
。

　

関
係
者
は
「
初
め
て
に
し
て
は
大
成

功
、
ま
た
来
年
も
実
施
し
よ
う
」
と
話

し
て
い
る
。(

報
告　

北
島
公
一
さ
ん)

美沢選手（埼玉西部）と握手を交わす久保監督（右）

佐
手
久
青
年
団
が
年
越
イ
ベ
ン
ト

「
２
０
１
２
年
越
し
in
佐
手
久
」

　

喜
界
高
校
野
球
部
監
督
に
昭
和
57
年

に
就
任
し
、
今
年
で
30
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
久
保
正
樹
さ
ん
の
記
念
祝
賀
会

が
１
月
２
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
祝
賀
会
は
埼
玉

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
美
沢
将
選
手
を
は

じ
め
、
全
国
各
地
の
「
門
下
生
」
や
ゆ

か
り
の
あ
る
一
般
参
加
者
ら
約
２
３
０

人
が
集
い
、
久
保
監
督
の
こ
れ
ま
で
の

功
績
を
称
え
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈

い
さ
つ
。
教
え
子
を
代
表
し

て
壇
上
に
立
っ
た
美
沢
選
手

は
「
技
術
だ
け
で
な
く
、
礼

儀
や
生
活
面
で
も
指
導
し
て

く
れ
た
監
督
の
お
か
げ
で
今

が
あ
る
。
自
分
た
ち
が
果
た

せ
な
か
っ
た
夢
で
あ
る
甲
子

園
出
場
を
、
ぜ
ひ
実
現
し
て

欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

途
中
、
余
興
で
教
え
子
ら

最後に現役の教え子も含めて記念撮影

初日の出参拝客

屋台も出店してにぎわった

初
日
の
出
が
き
れ
い
に
見
え
た

の
ア
ピ
ー
ル

を
し
て
き
た

が
、
Ｏ
Ｂ
が
一

同
に
集
ま
っ
た

こ
と
が
う
れ
し

く
、
監
督
冥
利

に
尽
き
る
。
66

歳
こ
こ
か
ら
が

勝
負
、
明
日
か

ら
も
青
い
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着

た
子
ど
も
た
ち

と
頑
張
り
た

い
。
み
な
さ
ん

一
緒
に
島
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
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奄美群島振興開発基金からのお知らせ

★★奄美基金の主な融資制度のご案内★★

資　　金　　名 資金使途 貸付の限度額 貸付期間 貸付利率
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喜
界
島
の
調
査
で
は
多
く
の
か
た
が

た
に
お
世
話
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
収
穫

が
あ
り
ま
し
た
。と
く
に
私
の
ば
あ
い
は
、

こ
れ
ま
で
八
丈
島
と
西
表
島
の
方
言
を

勉
強
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
母
音

は
５
母
音
で
子
音
も
と
く
に
難
し
く
は

な
か
っ
た
の
が
、
今
回
は
じ
め
て
、
喜
界

島
で
そ
れ
ら
と
は
異
質
な
音
声
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
刺
激
的
で
し

た
。

　

さ
て
今
回
は
、
喜
界
島
と
人
口
も
島
の

大
き
さ
も
よ
く
似
て
い
て
、
お
な
じ
く
危

機
言
語
と
な
っ
て
い
る
八
丈
島
に
つ
い

て
、
少
し
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

八
丈
方
言
は
奈
良
時
代
の
関
東
周
辺

に
住
む
人
た
ち
の
方
言
的
な
言
葉
を
今

に
伝
え
る
、
と
て
も
古
風
な
方
言
と
し
て

知
ら
れ
ま
す
。
若
い
娘
を
メ
ナ
ラ
ベ
と
い

う
な
ど
、
琉
球
方
言
と
の
類
似
性
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
こ
の
島
で
も
、
若
者
た
ち
は
ほ

と
ん
ど
方
言
が
理
解
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
ユ
ネ
ス
コ
の
報
告
を

き
っ
か
け
に
、
話
そ
う
、
残
そ
う
、
と
い

う
雰
囲
気
が
少
し
ず
つ
広
が
り
だ
し
て

い
る
の
で
す
。
最
近
で
は
、
保
存
継
承
活

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

   
喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
…
⑩

金
田
　
章
宏
（
千
葉
大
学
）

動
に
熱
心
な
与
論
島
の
菊
さ
ん
を
八
丈

に
招
い
て
講
演
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

類
似
す
る
方
言
を
ほ
か
に
持
た
な
い

八
丈
方
言
と
違
い
、
喜
界
島
方
言
は
奄
美

方
言
の
一
つ
で
す
が
、
や
は
り
独
自
の
特

徴
を
多
く
持
っ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
島
の

言
葉
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
使
わ

れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

一
面
の
黄
金
色
の
ゴ
マ
畑
と
、
こ
れ
も

黄
金
色
に
光
り
輝
く
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の

サ
ナ
ギ
、
そ
れ
に
み
な
さ
ん
の
歌
声
と
笑

顔
が
今
で
も
心
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。八丈富士遠景（写真提供：八丈町役場）

　鹿児島県司法書士会では、県民の司法へのアクセス窓口として「司法書士法律相談センター」を

設置し、次の要領で司法書士による「無料法律相談会」を開催します。事前予約は不要ですので、

当日相談会場へ直接お越し下さい。

　名　　　　称　　司法書士無料法律相談会

　相談受付内容　　相続・離婚・貸金・借金整理・賃貸借・その他法律問題に関する相談並びに

　　　　　　　　　裁判の支援

　日　　　　時　　平成２４年２月２５日（土曜日）午後１時〜午後５時

　　　　　　　　　平成２４年２月２６日（日曜日）午前９時〜午前１２時

　相 談 会 場　　役場コミュニティーセンター　トレーニング室　

　実 施 方 法　　司法書士による面談相談（相談は無料）

  問い合わせ先：鹿児島県司法書士会（０９９−２５６−０３３５）

　平成23年分の所得税及び町県民税の申告の受付は、平成24年３月15日までです。
　また、２月23日（午後）と24日（午前中）には役場研修室にて大島税務署の申告相談が
予定されていますのでご利用下さい。
　なお、国税庁ホームページの「確定申告コーナー」で簡単に申告書等の作成が
できますので、是非ご利用ください（http://www.nta.go.jp）。
　詳しいことは、最寄りの税務署にお尋ねください
　　　　　　　（大島税務署　５２−４３２１※自動音声案内）。
　　　　　　　　　　お問い合わせ先　役場税務課６５—１１１１（内線43）

確定申告はお早めに！

鹿児島県司法書士会からの「司法書士無料法律相談会」開催のお知らせ

八
丈
島
に
も
「
雁
股
の
泉
」
で
知

ら
れ
る
源
為
朝
の
伝
説
が
残
る
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司法書士による
法律相談会（無料）のご案内

●予約・問合せ先●　喜界町商工会　　電　話：0997 − 65 − 0169

　主　　　　　催　　喜界町商工会

　「喜界町商工会」主催により、喜界町において、司法書士による「法律相談会」（無料）

を下記のとおり開催いたします。

　事前に予約なされると、優先的にご相談頂けます。

たとえば…

などなど、お悩みのある方は、お気軽にご相談ください。

相続や遺言について
不動産の名義変更について

老後の資産管理
成年後見制度ってなに？

訪問販売で高額商品を
買ってしまった。
キャンセルするには
どうすればいいの？

会社を作りたい
役員を変更したい
どうしたらいいの？

サラ金からの請求に
困っている。
払いきれないときは
どうすればいいの？

記

【相談日時】　　２月１８日（土）　９時００分〜１６時００分
【相談場所】　　中央公民館

※本相談会での直接受託は原則行いません。

　正式な依頼に至った段階で、費用が発生致します。
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その3

シ
マ
の
話
題

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
開
悦
夫
会
長
）

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
発
生
か
ら
ち
ょ

う
ど
17
年
目
の
１
月
17
日
、
日
本
赤
十

字
社
奉
仕
団
に
加
盟
す
る
町
地
域
婦
人

会
連
合
会
（
宜
名
真
孝
子
会
長
）
の
会

員
ら
を
集
め
て
、
今
年
度
３
回
目
と
な

る
赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会
（
社
協
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
）
を
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
。
同
研
修
会
に
は
、

日
本
赤
十
字
社
（
日
赤
）
鹿
児
島
県
支

部
か
ら
前
田
佳
春
事
業
推
進
課
長
と
永

田
五
男
救
急
法
指
導
員
も
参
加
し
た
。

　

開
会
長
は
冒
頭
、「
災
害
時
に
果
た

す
女
性
の
役
割
は
大
き
い
。
も
し
、
島

赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会
で
災
害
時
の
対
応
を
学
ぶ

      　
　
　

     

〜
平
成
23
年
度
第
３
回
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
〜

民
に
救
助
さ
れ
た
。
普
段
か
ら
の
住
民

連
携
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
よ
り

大
き
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
広
げ
、
災

害
弱
者
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
」
な
ど
と
話
し
た
。
ま
た
、
津
波
に

つ
い
て
「
海
の
表
面
を
動
く
普
通
の
波

と
違
い
、
津
波
は
数
千
ｍ
も
の
深
い
海

底
ま
で
の
海
水
す
べ
て
が
動
き
、
波
の

長
さ
も
数
㎞
に
及
び
、
断
続
的
に
波
が

押
し
寄
せ
、
凄
ま
じ
い
破
壊
力
が
あ
る
」

と
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
説
明
し
た
。

　

永
田
指
導
員
は
、
東
日
本
大
震
災
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
時
の
状
況

を
説
明
し
、
三
角
巾
を
使
っ
て
の
関
節

の
固
定
法
や
頭
部
の
保
護
法
な
ど
を
指

導
し
た
。

　

災
害
時
に
は
衛
生
面
も
悪
化
す
る
こ

と
を
受
け
、
昭
和
34
年
に
紀
伊
半
島
か

ら
東
海
地
方
を
中
心
に
襲
っ
て
大
き
な

被
害
を
与
え
た
伊
勢
湾
台
風
の
際
に
、

炊
き
出
し
で
出
さ
れ
た
オ
ニ
ギ
リ
で
多

数
の
被
災
者
が
食
中
毒
を
発
症
し
た
反

省
か
ら
生
ま
れ
た
衛
生
的
な
非
常
食

が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
時
に
適
切
な

行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
と
も
に
学
び
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

前
田
課
長
は
日
赤
奉
仕
団
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
で
の
日

赤
の
取
り
組
み
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
を

交
え
な
が
ら
「
広
範
囲
の
大
災
害
が
起

こ
っ
た
際
は
、
警
察
や
行
政
は
す
ぐ
に

救
助
・
救
援
は
で
き
な
い
。
み
な
さ
ん

が
共
助
・
自
助
の
精
神
で
災
害
弱
者
・

生
活
弱
者
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
事
実
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
は
、

倒
壊
し
た
建
物
に
下
敷
き
に
な
っ
た
人

や
逃
げ
遅
れ
た
人
の
９
割
は
、
地
域
住

も
、
実
際
に
作
っ
た
。
日
赤
が
販
売
す

る
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
塩
と
水
、
米
を
入
れ

て
火
を
通
す
だ
け
の
手
軽
に
で
き
る
も

の
で
、
試
食
し
た
参
加
者
に
も
「
意
外

と
お
い
し
い
」
と
好
評
だ
っ
た
。

　

講
座
の
修
了
後
は
、
参
加
者
に
修
了

証
が
交
付
さ
れ
た
。

　

参
加
者
ら
は
「
テ
レ
ビ
の
報
道
だ
け

で
は
分
か
ら
な
い
被
災
地
の
現
状
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」、「
三
角
巾
の
使
用

法
は
緊
急
時
だ
け
で
な
く
日
常
で
も
使

え
る
」、「
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
心
構

え
の
重
要
さ
が
理
解
で
き
た
」
な
ど
と

感
想
を
述
べ
た
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）。

　

町
出
初
め
式
が
１
月
６
日
、
町
消
防

団
員
や
大
島
地
区
消
防
組
合
喜
界
分
署

員
、阿
伝
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
昭

和
61
年
結
成
）
が
参
加
し
、
町
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

　

式
は
、
団
員
と
阿
伝
小
消
防
ク
ラ
ブ

員
に
よ
る
規
律
正
し
い
入
場
行
進
で
幕

を
開
け
、
整
列
後
は
東
日
本
大
震
災
で

殉
職
し
た
消
防
団
員
、
消
防
職
員
へ
の

黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

加
藤
啓
雄
町
長
に
よ
る
特
別
点
検
や

式
辞
、
日
本
消
防
協
会
な
ど
関
係
団
体

か
ら
の
表
彰
の
他
、
県
知
事
（
代
読
）、

町
議
会
議
長
、
自
衛
隊
喜
界
島
通
信
所

長
、
奄
美
警
察
署
長
（
代
読
）
に
よ
る

祝
辞
も
あ
っ
た
。

　

団
員
ら
は
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

と
し
て
、
出
初
め
式
の
華
で
あ
る
消
防

操
法
と
放
水
訓
練
を
披
露
し
た
。　
　

安全かつ簡単な非常食を実際につくった

ぜひ覚えたい三角巾の活用法

加藤町長による特別点検放水訓練の様子

輝
か
し
い
新
春
を
飾
る
恒
例
の

「
喜
界
町
出
初
め
式
」
開
催

災害移動炊飯器は社協で貸し出している
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２
０
１
０
年
９
月
の
喜
界
島
方
言
調

査
で
は
喜
界
島
各
地
の
皆
さ
ん
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
行
っ
た
先
々
で

歓
迎
を
受
け
、
ま
た
長
時
間
の
調
査
に
も

辛
抱
強
く
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
鹿
児
島
県
（
薩
摩
）
川
内
市
の
出

身
で
す
が
、
屋
久
島
よ
り
南
の
島
に
行
く

の
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。
今
回
の
方

言
調
査
で
一
番
驚
い
た
の
は
、
喜
界
島
の

中
の
地
域
差
で
す
。
私
の
故
郷
は
鹿
児
島

市
と
60
㎞
も
離
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
山

や
川
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ア
ク
セ

ン
ト
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
話
を
し

て
い
て
ど
ち
ら
の
出
身
か
を
特
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
一
方
、
私
が
以
前
よ

り
調
査
を
行
っ
て
い
る
甑
島
（
川
内
か

ら
西
に
約
40
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ
る
人
口

６
千
人
の
島
）
は
集
落
と
集
落
が
山
や
海

で
隔
た
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
集
落
ご

と
に
こ
と
ば
も
違
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
喜
界
島
は
集
落
間
に
川
や

山
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
わ
ず
か

４
㎞
ほ
ど
離
れ
て
い
る
だ
け
で
ア
ク
セ

ン
ト
が
少
な
か
ら
ず
違
っ
て
き
ま
す
。
特

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

   
喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
…
⑪

窪
薗
　
晴
夫
（
国
立
国
語
研
究
所
）

に
島
の
北
部
（
小
野
津
、
志
戸
桶
）
と
そ

れ
以
外
の
地
域
の
違
い
は
大
き
く
、
ま
た

中
南
部
で
も
坂
嶺
と
湾
・
中
里
で
は
違
い
、

湾
・
中
道
と
上
嘉
鉄
・
阿
伝
・
塩
道
で
も

顕
著
な
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
喜
界
島
方
言
」
と
一
括
り

に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
喜
界
島
の

中
に
も
方
言
差
が
大
き
い
こ
と
を
今
回

の
調
査
を
通
し
て
実
感
し
ま
し
た
。
方
言

は
こ
と
ば
の
豊
か
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
豊
か
さ
が
末
永
く
残

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

方言調査の様子（坂嶺）

１. ゴミステーションへ出す場合 
　（１）ゴミは、正しく分別し、喜界町指定ゴミ袋に集落・氏名（フルネーム）を記入して出しま
　　　　しょう。
　（２）ゴミは、決められた日の朝８時までに出しましょう。
　　　　（前日からの持ち出しは絶対にしないでください！）  
　（３）ゴミステーションは利用する人たちできちんと管理し、お互いの協力のもとに清潔にしま
　　　　しょう。
２. クリーンセンターに直接持ち込みの場合
　　クリーンセンターへのゴミの持ち込みは、ゴミの種類ごとに正しく分別し、
　中身の見える透明袋でお出しください。 基本的に喜界町指定ゴミ袋で
　持ち込まないようお願いします。
３. ゴミの不法投棄について
　　廃棄物（ゴミ）をみだりに捨てると「廃棄物の処理及び清掃に関する
　法律」違反より５年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金、場合に
　よってはその両方が課せられます。

問合先：役場住民課 ６５−１１１１（内線：３３）

ペットボトル月２回収集

ゴミ出しのマナーを守りましょう

　平成24年４月よりペットボトルの収集日が月１回から月２
回に、缶類の収集が月３回から月1〜２回に変更になります。
詳しくは、３月末に配布する「ゴミ収集カレンダー」をご覧
下さい。

ゴミ収集日変更及びマナーについて
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今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓
⑱

解
　
説

　

失
っ
た
信
用
や
害
し
た
感
情

は
、
な
か
な
か
元
に
は
戻
ら
な

い
。「
言
動
は
慎
み
深
く
せ
よ
」

と
の
教
え
。

　

ヤ
マ
ト
の
こ
と
わ
ざ
で
は
「
落

花
枝
に
還
ら
ず
、
破
鏡
再
び
照

ら
さ
ず
」
や
「
覆
水
盆
に
返
ら

ず
」。

　

鉤
（
カ
ギ
）
と
は
先
が
曲
が
っ

た
棒
状
の
鉄
器
具
で
、
主
に
漁

具
や
農
機
具
。
編
み
針
や
釣
り

針
も
鉤
の
一
種
で
あ
る
。

マ
ガ
タ
ヌ

　

  

（
曲
が
っ
た
）

ケ
ー
ジ
ャ
ー
ヤ

　

  

（
鉤
は
）

ス
サ
ー

      

（
元
ど
お
り
伸
ば
な
い
）

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

雪
の
な
か
沈
み
ゆ
く
陽
は
朱あか
く
冴さ
え

吉き
び
ぢ

備
路
の
里
に
吾
わ
れ

吸
わ
れ
ゆ
く嶺

倉　

祝
子

陽
は
入
り
て
さ
ら
に
冷
た
き
如
き
さ
ら
ぎ

月
の

風
に
研と
が
れ
し
半
月
懸か
か
る林　

　

蓮
香

取
り
出いだ
し
孫
の
写
真
を
ま
た
眺
む

と
も
に
住
ま
ね
ど
心
は
通
う有

村　

道
子

釣
り
舟
が
小
さ
き
灯ひ
掲か
かげ
帰
り
く
る

時し
ぐ
れ雨
流
れ
て
冬
暮
れ
ゆ
か
ん平

尾　

チ
ヨ

塀
を
越
す
桜
を
切
れ
ば
冬
鶯

我
に
近
づ
き
は
げ
し
く
鳴
き
ぬ弥

島　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

夜
半
し
ぐ
れ
雫
し
ず
くし
た
た
る
大
根
葉

指
先
凍し
む
る
冬
冷
え
の
朝

豊
島　
　

瞳

初
春
に
凛
と
し
て
咲
く
水
仙
の

ほ
の
か
な
香
り
朝
も
や
の
中豊

島　

文
子

初
詣
家いえ
び
と人
揃
い
参
拝
す

辰た
つ
あ
ら
た
ま

新
玉
に
願
ひ
数
知
ら
ず前

田
喜
代
美

待
ち
人
を
迎
え
て
嬉
し
冬
の
午
後

語
り
尽
く
せ
ぬ
留
守
の
出
来
事平

島　

初
子

初
春
に
我
が
母
は
逝
き
う
つ
く
し
く

花
の
散
り
際
ぎ
わ

桜
の
ご
と
し

井
澤
紀
美
子

耳
遠
く
互
い
に
独
居
老
人
な
り

金か
な
く
ぎ釘
流
の
ハ
ガ
キ
も
楽
し美

代　

イ
シ

人
々
の
心
に
寄
り
添
う
我
が
業
ぎ
ょ
うの

想
い
を
胸
に
旅
立
ち
の
時

徳　
　

成
寿

喜
界
歌
壇

（（（（
戸
籍
の
窓

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

松
本
正ま
さ
む
ね

颯
宗
・
正
仁
・
湾

辻
﨑　

瑛え

り理
・
智
徳
・
赤
連

乾　
　

晴は
る
い
ち一

・
義
朗
・
赤
連

及
川　

翔し
ょ
う
た太
・
建
司
・
赤
連

實
田　

湊そ
う
た太
・
照
美
・
湾

氏
　
　
名

保
護
者

住
所

川　

嶺
・
榮
山　

知
秀
・
49
才

伊　

砂
・
松
平
キ
ク
ヱ
・
91
才

志
戸
桶
・
梅
林
カ
ヲ
ヱ
・
84
才

川　

嶺
・
吉
野　

園
江
・
79
才

上
嘉
鉄
・
西
岡　

フ
ミ
・
73
才

中　

熊
・
榮
山　

エ
イ
・
83
才

浦　

原
・
中　
　

幸
三
・
73
才

手
久
津
久
・
村
田　

ミ
ヨ
・
86
才

志
戸
桶
・
竹
下　

ス
ヱ
・
78
才

志
戸
桶
・
山
城　
　

貞
・
86
才

坂　

嶺
・
三
原　
　

貞
・
94
才

上
嘉
鉄
・
原
田　

松
枝
・
88
才

嘉　

鈍
・
水
島　

長
史
・
62
才

荒　

木
・
麓　
　

ヨ
シ
・
88
才

羽　

里
・
上
田　

禎
一
・
85
才

上
嘉
鉄
・
前
岡
常
太
郎
・
95
才

志
戸
桶
・
久
山　

モ
ト
・
92
才

手
久
津
久
・
文
園　

ヒ
デ
・
92
才

島　

中
・
西
島　

哲
麿
・
78
才

氏
　
　
名

住
　
所

年
齢

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

川　

嶺　

喜
島　

豊
二

赤　

連　

佐
藤　

市
夫

東
京
都　

岩
崎　

和
典

　
　
　
　
（
上
嘉
鉄
出
身
）

上
嘉
鉄　

巖
　　

静
子

川　

嶺　

栄
山　

十
郎

東
京
都　

吉
野　
　

建

　
　
　
　
（
川
嶺
出
身
）

志
戸
桶　

梅
林　

昭
和

中　

熊　

榮
山　

初
男

上
嘉
鉄　

原
田　

澄
一

坂　

嶺　

三
原　

和
裕

志
戸
桶　

山
城　

茂
広

嘉　

鈍　

水
島
千
代
子

志
戸
桶　

竹
下　

博
道

■
寄
付
金

喜
界
町
立
第
二
中
学
校

（
ア
ル
ミ
缶
・
プ
ル
タ
ブ
な

ど
の
収
集
活
動
で
寄
付
金

と
車
椅
子
を
寄
付
）

■
ふ
る
さ
と
寄
附
者（
敬
称
略
）

土
居　

松
美　
　

愛
媛
県

壽　
　

光
雄　
　

神
奈
川
県

長
田　

進　
　
　

大
阪
府

徳
田　

哲　
　
　

東
京
都

金
井　

清
治　
　

京
都
府

山
元　

斉　
　
　

鹿
屋
市

社
協
だ
よ
り

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
お
幸
せ
に

氏
　
　
　
名

住
　
所

枦　

山　

儀　

則
・
上
嘉
鉄

康　

永　

恵　

里
・
大
阪
市

濱　

上　

栄　

治
・
手
久
津
久

西　

川　

彩　

乃
・
赤　

連

芳　
　
　
　
　

顕
・
中　

里

坂　
　
　

佐
和
子
・
佐
手
久

福　

島　
　
　

悟
・
中　

里

新　

原　

恭　

子
・
東
京
都

う
ぐ
い
す

喜界町の推計人口
（平成 24 年１月１日現在）

世帯数・・・3,610 戸（　  △ 3）

人　口・・・8,013 人（　  △ 3）

　男　・・・3,865 人（　  △ 3）

　女　・・・4,148 人（　  　 0）

　　　（　　）は前月比
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島
に

咲
く

花

Flowers that bloom on KikaiIsland 

スイセン（水仙）

ビワ（枇杷）

シロバナリュウキュウコスミレ（白花琉球小菫）

  地中海西部沿岸が原産地のヒガンバナ科
スイセン属の球根植物。「仙人は、天にある
を天仙、地にあるを地仙、水にあるを水仙」
という中国の故事にちなんで名付けられた。
雪を割って花開き、春の訪れを告げること
から「雪中華」の和名もある。スイセンと
いえば普通、スイセン属を総称していうが、
写真のスイセンは代表的な「日本寒水仙」
である。イギリスやオランダ、日本など世
界中で品種改良が進んでおり、西洋スイセ
ンは花の形状だけでも「八重咲き」や「ラッ
パ咲き」など７種類ある。
　日本水仙の花言葉は「自己愛」。
　阪神淡路大震災の被災地をお見舞いに
なった美智子皇后陛下は、皇居に咲いた日

本水仙を現地にて手向けられた。そのスイセンは神戸市内のハーブ園で永久保存されている。また、
東日本大震災で自宅を津波で流されたある被災者は、避難所をお見舞いになった皇后さまに、庭が
あった場所に力強く咲いた黄色いスイセンを手渡した。皇后さまは「ちょうだいできますか」と声
をおかけになり、大切にお持ち帰りになったという。
　スイセンの花言葉は、「復興」や「絆」もふさわしい。

　中国南西部が原産地のバラ科ビワ属の常緑高木。葉の形が楽器の琵琶に似て
いるためこの名が付いた。ちなみに、琵琶湖も天智天皇の代（飛鳥時代、７世
紀後半）に測量した結果、形が楽器の琵琶に似ていると分かり琵琶湖と呼ばれ
始め、江戸中期にこの名が定
着した（それまでは「淡海」、

「近江の海」などと呼ばれて
いた）。
　日本では江戸末期にビワの
栽培が始まった。ビワは葉は

もちろん樹皮や果実、種子、根にいたるまで様々な病に対して効
能が高く、ガンにまで効果がある（民間療法として）。釈迦はビ
ワを「大薬王樹」、葉を「無憂扇」と呼んだという。
　果実は生食の他に缶詰、ジャムなどに使われる。材質は堅くて
高級な木刀に利用され、つえは「長寿杖」と呼ばれる縁起物であ
り宮内庁御用達である。
　実を結ぶまでに「桃栗三年柿八年」といわれるが、その後には「枇
杷は早くて十三年」と続く。　
　花言葉は「温和」「治癒」「あなたに打ち明ける」。

 トカラ列島以南に自生するスミレ科スミレ
属の多年草。去年の２月号で紹介した赤紫や
濃い紫の花を付けるリュウキュウコスミレの
亜種で、純白の花を付ける。リュウキュウシ
ロスミレと似るが、リュウキュウシロスミレ
は白い花に薄紫の縦条（線）が入っており純
白ではない。
　白いスミレの花言葉は「無邪気な恋」。

vol.

44

2月

４月にはたわわに実る
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母
校
訪
問第

二
中
学
校

　

第
二
中
学
校
は
昭
和

23
年
、
生
徒
数
２
３
３

人
で
開
校
し
た
。
当
初
、

町
は
同
校
を
設
置
す
る

予
定
は
な
か
っ
た
が
、

「
戦
後
の
新
時
代
を
つ
く

る
に
は
教
育
こ
そ
重
要
」

と
地
域
住
民
が
陳
情
に

陳
情
を
重
ね
、
設
置
が

決
ま
っ
た
。
開
校
時
は

上
嘉
鉄
小
学
校
を
間
借

り
し
て
い
た
も
の
の
、

戦
後
間
も
な
い
食
糧
難

の
時
代
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
く
の
有
志
か
ら
畑

地
の
寄
進
が
あ
り
、
昭

和
24
年
１
月
、
現
地
に
移
転
し
た
。
他
の

中
学
校
に
は
な
い
ド
ラ
マ
を
経
て
誕
生
し

た
同
校
は
、
ま
さ
し
く
地
域
に
よ
っ
て
生

ま
れ
、
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

現
在
で
は
、
自
己
実
現
に
必
要
な
学
力
向

上
の
た
め
、
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
や

生
活
リ
ズ
ム
、
校
内
の
美
化
な
ど
、
学
習
環

境
の
向
上
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

学
習
指
導
に
お
い
て
は
教
師
が
一
方
的

に
教
え
る
の
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
校
内
の

パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
情
報
共
有
技
術
）
も
活

用
し
な
が
ら
生
徒
に
自
ら
考
え
さ
せ
、
積

極
的
に
発
表
・
表
現
さ
せ
る
授
業
を
実
践

し
て
い
る
。
ま
た
、
全
校
朝
会
で
は
生
徒

全
員
が
、
年
に
二
回
は
ス
ピ
ー
チ
を
す
る

機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
部
活
動
は
も

ち
ろ
ん
運
動
会
の
応
援
団
も
全
員
参
加
し
、

上
級
生
が
下
級
生
を
指
導
す
る
伝
統
が
受

け
継
が
れ
、
協
力
・
団
結
す
る
意
義
を
学

ん
で
い
る
。
ま
た
、
校
内
に
あ
ふ
れ
る

色
と
り
ど
り
の
花
は
、
来
訪
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
、
生
徒
が
育
て
た
花
を
競
い

あ
う
プ
ラ
ン
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
わ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
着
実
に
結
果

に
結
び
つ
き
、
基
礎
・
基
本
定
着
度
調

査
な
ど
の
諸
検
査
の
数
値
に
も
あ
ら
わ

れ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら

の
幅
広
い
成
果
が
認
め
ら
れ
て
昨
年
10

月
、「
県
へ
き
地
・
小
規
模
校
教
育
優
秀

校
」
表
彰
を
受
け
た
。

　

幼
稚
園
・
小
学
校
と
校
区
を
同
じ
く

す
る
同
校
の
保
護
者
や
校
区
住
民
は
、

他
の
校
区
に
増
し
て
学
校
と
の
結
び
つ

き
が
強
く
、
各
種
学
校
行
事
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

学
校
誕
生
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
説
明

を
待
た
な
い
。

「弁当の日」は生徒お手製で日頃の保護者に感謝

応援団の演舞を校区民も楽しみにしている

校長：井之上  良一（第21代）、生徒数24人・学級数3・教職員12人

お
も
い
で
は
永
遠
に
⑪

年度 生徒数 学級数
昭和43 143 5
　　47 158 6
　　50 118 4
　　55 85 3
　　60 60 3
平成元 43 3
　　5 45 3
　　10 36 3
　　15 25 3
　　20 22 3

生徒数等の推移

学
校
概
要

 

　
校
　
歌

　
　
　
　

作
詞　

上
原　

富
雄

　
　
　
　

作
曲　

田
畑　

正
隆

一　

春
嘉
手
浦
の 

丘
の
上え
に

　
　

若
草
も
え
て 

光
よ
ぶ

　
　

新
し
き
世
の 

朝
明
け
て

　
　

同
じ
理
想
に 

我
等
た
つ

　
　

見
よ
や
二
中 

わ
が
母
校

 

二　

磯
の
香
に
お
う 

金
久
原

　
　

四
海
の
は
て
に 

波
通
う

　
　

平
和
の
風
を 

こ
の
郷
に

　
　

永
久
に
育
む 

学
び
舎
ぞ

　
　

見
よ
や
二
中 

わ
が
母
校

     三　

溢
る
る
望
み 

胸
は
な
る

　
　

若
き
生
命
の 

自
治
の
旗

　
　

か
ざ
し
て
行
か
む 

諸
共
に

　
　

三
年
ち
ぎ
れ
る 

こ
の
庭
ぞ

　
　

見
よ
や
二
中 

わ
が
母
校

〈
校　

訓
〉

自　

主

向　

学

根　

性

よく肥えた貴重な畑地に学び舎は
建った（昭和20年代）

町勢要覧・学校沿革史より


